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《
西
北
風
》よ
、
天
安
門
を
越
え
て
吹
け

橋
爪
大
三
郎

戒
厳
軍
部
隊
が
天
安
門
広
場
に
突
入
し
た
あ
の
印

年
6
月
4
日
を
境
に
、
街
ん
べ
か
ら
歌
声
が
途
絶
え
、
中

国
の
ポ
ッ
プ
ス
は
冬
の
時
代
に
入
っ
た
。
で
も
わ
れ

わ
れ
は
、
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
中
国
の
若
い
世
代
の

人
び
と
が
、
中
国
の
今
の
心
を
伝
え
る
音
楽
の

ニ
ュ

ー
ウ
ェ

ー
ブ
を
、
世
界
に
届
け
て
く
れ
た
こ
と
を
。

こ
の
ニ
ュ

l
ウ
ェ
ー
ブ
の
こ
と
を
閲
き
こ
ん
だ
の

は
、
お
と
と
し
(ω

∞
年
〉
の
夏
、
上
海
の
テ
レ
ビ
局
で

の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
香
港
、
台
湾
の
ポ
ッ
プ

ス
に
押
さ
れ
つ
放
し
だ
っ
た
中
国
で
、
北
京
を
中
心

に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ロ
ッ
ク
が
人
気
を
獲
て
い

L
l
べ

い

ふ

え

ん

し

l
p島
町

勾

仏
、
と
。
こ
れ
を

A

西
北
風
て
ま
た
は

A

西
部
箔

渓
V

と
称
す
る
。
中
国
の
快
西
省
あ
た

り

(
黄
河
上

流
の
貧
土
高
原
)
の
民
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ロ
ッ
ク
、

と
い
う
怠
味
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
北
京
で
、
知
り
あ
っ
た
学
生
さ
ん
た
ち

に
頼
み
、
A

西
北
風
V

の
カ
セ
ッ

ト
を
買
い
集
め
た
。

J
は
川
、
工
人
体
育
館
(
武
道
館
に
そ
っ
く
り
の
会
場
)
で
、

「辞
麗
(
ブ
レ
ー
ク
ダ
ン
ス
)
風
金
曲
演
唱
会
」
な
る
コ

ン
サ

ー
ト
も
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
い
つ
が
み
ん

総特集:ワールド・ミュージック一一音、共同体、テク/ロジー

更
岡
山
治
活
ぜ
い
て
「
紅
高
架
現
象
」
と
け
片
時
河
川

た
。
『
紅
い
コ

l
リ
ャ
ン
』
の
音
楽
は
、
起
季
平
。

『
芙
蓉
鋲
』
を
主
演
し
た
委
文
に
、
胴
間
声
で
「
妹

妹
侭
大
胆
地
往
前
走
」

「
酒
神
山
」
な
ど
を
歌
わ
せ

た
。
こ
れ
が
都
会
の
・
ハ
ン
ク
が
か
っ
た
若
者
は
も
ち

ろ
ん
、
全
国
的
な

A

西
北
風
V

の
ビ
ッ
グ
・
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど
民
謡

そ
の
ま
ま
を
活
か
し
、
歌
詞
は
張
芸
謀
と
二
人
で
適

当
に
つ
け
た
も
の
だ
と
い
う
。

ほ
か
に
も
、

A

西
北
風
V

の
主
だ
っ
た
ヒ
ッ
ト
曲

を
あ
げ
よ
う
。
会
「
信
天
滋
」
〈
解
示
強
作
幽
〉
は
、
高

音
波
の
伸
び
ぞ
か
な
望
郷
の
歌
だ
が
、
デ
ィ
ス
コ
・

ア
レ
ン
ジ
が
月
λ
け
た
(
中
国
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ホ
テ
ル
や

集
会
所
に
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
デ
ィ
ス
コ
が
あ
り
、
天
井
に

は
ミ
ラ
l
ボ

l
h州
、
生
パ
ン
ド
も
入
っ
て
、
デ
ィ
ス
コ
・
キ

ン
グ
や
ク
イ
ー
ン
の
天
下
で
あ
る
)
。
ち
な
み
に

H

信
天

滋
H

と
は
、
映
西
省
北
部
の
民
話
の
総
称
。
会
「
黄

土
高
校
」
お
殴
作
曲
)
は
、
一

度
政
い
た
ら
忘
れ
ら

れ
な
い
、
名
曲
。
民
族
楽
器
を
使
っ
た
ポ
ッ
プ
な
ア

レ
ン
ジ
と
、
悠
久
の
大
河
を
思
わ
せ
る
曲
想
が
絶
妙

に
調
和
し
て
い
る
。
『
人
民
日
報
』
の
「
新
時
期
十

年
」
読
者
投
票
で
も
、
堂
々

3
位
に
入
っ
た
(
中
国

で
は
、
著
作
権
の
概
念
が
あ
い
ま
い
で
、
ヒ
ッ
ト
す
る
と
、

各
省
各
地
方
の
企
業
が
勝
手
に
カ
セ
ッ
ト
を
出
版
す
る
・

「
貧
土
官阿波
」
の
場
合
、
海
賊
?
阪
は
五
十
種
を
く
だ
ら
な

い
、
と
い
う
〉
・
以
上
二
幽
は
、
い
ず
れ
も
初
年
の
作

品
。
会
「
我
熱
恋
的
故
郷
」
(
徐
桁
一
見
作
曲
)
は
、
厳
笹

に
言
う
と

A

西
北
風
V

で
は
た
い
そ
う
だ
が
、
貧
し

、
，
.
e
F
a

，.，

中
国
ポ
ッ
プ
・
ロ
ッ
ク
の
印
年
代

な
、
む
ち
ゃ
く
ち

ゃ
に
面
白
い
。

文
化
大
革
命
の
あ
と
乃
年
か
ら
よ
う
や
く
ス
タ
ー

ト
し
た
、
中
国
の
ポ
ッ
プ
ス
は
十
年
の
歴
史
し
か
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
行
音
楽
は
国
民
に
ひ
ろ

く
愛
さ
れ
て
い
る
。
才
能
あ
る
音
楽
家
が
大
勢
、
集

ま
っ
て
も
い
る
。
回
年
の
後
半
か
ら
火
の
つ
い
た

A

西
北
風
V

は
、
な
か
で
も
い
ち
ば
ん
注
目
す
べ
き

動
き
だ
・

A

西
北
風
V

の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
。
ま
ず
、
つ
釦
，
阪

と
い
う
シ
ン
ガ
ー
-
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
存
在
が
大

き
い
。
ま
だ
初
代
の
彼
は
、
北
京
交
響
楽
団
の
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
奏
者
だ
っ
た
が
、
か
た
わ
ら
、
北
京
に
や

っ
て
き
て
い
る
外
交
官
の
息
子
た
ち
と

ロ
ッ

ク
パ
ン

ド
を
組
み
、
自
作
の
曲
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
次
つ
ぎ
発

表。

「一

無
所
有
」

「
不
是
我
不
明
白
」
「
新
長

征

路

上
的
揺
渓
」
な
ど
が
若
者
に
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
、

海
外
で
も
広
〈
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
は
M

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
腐
敗
文
化
の
精
神
汚
染
M

扱
い
で
、
テ
レ
ビ
で
は
一
切
放
送
さ
れ
な
い
。
だ
か

ら
音
楽
フ
ァ
ン
は
、
ラ
ジ
オ
の
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
が
欠

く
て
も
や
っ
ぱ
り
故
郷
、
と
改
い
あ
げ
る
民
謡

ロ
Y

ク
。
総
じ
て
言
え
る
の
は
、
中
国
の
現
実
を
リ
ア
ル

に
み
つ
め
な
が
ら
、
焦
ら
ず
絶
望
も
せ
ず
、
自
分
た

ち
の
力
で
な
ん
と
か
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
気
概
を

感
じ
さ
せ
る
歌
、
と
い
う
こ
と
だ
。

経
済
開
放
政
策

下
で
育
つ
世
代
の
、
前
向
き
の
楼
抽
出
を
聞
く
よ
う
に

思
っ
た
。
合
変
わ
り
種
で
は
、
斎
秦
と
い
う
台
湾
の

若
手
歌
手
が
、

A

西
北
風
V

を
意
識
し
た
「
北
方
的

狼
」
を
発
表
、
ア

レ
ン
ジ
の
斬
新
さ
も
手
伝
っ
て
、

抑
制
年
ご
ろ
か
ら
流
行
し
た
。
北
京
で
新
し
い
こ
と
が

起
こ
る
、
と
い
う
予
感
が
、
台
湾
に
も
伝
わ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

中
国
に
は

H

持
ち
歌
H

と
い
う
考
え
が
な
く
、
ひ

と
の
歌
で
も
ど
ん
ど
ん
歌
う
た
め
、
誰
で
も

A

西
北

風
V

の
歌
手
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
か
で
も

注
目
は
、
チ
ェ
リ
ス
ト
か
ら
デ
ュ

l
ダ
し
た
、
孫
国

鹿
(
一
昨
昨
年
来
日
公
演
)
。
人
気
・
実
力
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

バ
ラ
ー
ド
か
ら

A

西
北
風
V

ま
で
こ
な
す
劉
歓
。
天

性
の
ロ
ッ
カ
ー
、
王
辿
。
ア
イ
ド
ル
・
ポ
ッ
プ
系
の

屠
洪
剛
.
女
性
ロ
ッ
カ
ー
で
は
、
回
震
の
シ
ャ
ウ
ト

が
小
気
味
よ
い
。
花
琳
琳
、
毛
阿
敏
、
杭
天
玖
も
人

気
が
あ
る
。
天
津
の
高
校
生
、
謝
津
(
昨
年
8
月
来

日
録
音
)
は
、
将
来
が
楽
し
み
。

け
れ
ど
天
安
門
事
件
で
、

A
西
北
風
V

も
お
し
ま

い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
ウ

l
ア
ル
カ
イ
シ
の
友
人

だ
っ
た
径
健
は
、
天
安
門
広
場
で
歌
っ
た
こ
と
で
山
戸
・

局
に
院
ま
れ
、
一
時
は
音
楽
活
動
も
停
止
さ
れ
た
と

い
う
。

環
太
平
洋
音
楽
祭
弱
年
9
月
)
に
参
加
す
る

。 F
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か
せ
な
い
の
だ
。
雀
健
は
一
計
を
案
じ
、
土
日
の
本
命

歌
を
ロ
ッ
ク
に
編
曲
し
な
お
し
て
、
当
局
の
自
を
か

い
潜
っ
た
と
も
い
う
。
最
初
楽
器
が
足
り
な
か
っ
た

せ
い
と
か
で
、
チ

ャ
ル
メ
ラ
の
よ
う
な
民
族
楽
器
が

加
わ
る
の
が

A

西
北
風
V

の
特
徴
で
あ
る
。
ふ
つ
う

の
流
行
歌
に
ち
ゃ
ん
と
ド
ラ
ム
ス
が
パ
ッ
ク
に
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ほ
ん
の
四
、
五
年
前
か
ら
だ
。

共
産
党
は
、
革
命
の
根
拠
地
を
延
安
〈
侠
西
省
)
に

置
い
て
い
た
関
係
で
、
革
命
歌
を
そ
の
近
辺
の
民
吹

か
ら
採
集
し
た
〈
映
画
『
貧
色
い
大
地
』
に
詳
し
い
)
。

貧
し
い
が
、
陽
気
で
豪
放
な
農
民
は
、
民
歓
を
好
み
、

野
太
い
発
声
で
歌
う
。

こ
れ
を
本
歌
と
す
る
苧
命
歌

は
、
解
放
軍
と
と
も
に
全
国
に
広
ま
り
、
老
幹
部
に

と
っ
て
も
懐
か
し
い

も
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
、
ロ

ッ
ク
で
匙
っ
た
。
ロ

シ
ア
風
ハ
ク
ラ
シ
ッ
ク
〉
で
も
港

台
風
(
南
方
的
)
で
も
な
く
、
ま
さ
に
中
国
風
。
聴
い

て
る
と
、
自
信
が
湧
い
て
く
る
。

も
う
ひ
と

つ
大
き
い
の
は
、
映
画
。
北
京
電
影
学

院
回
年
卒
業
の
、
第
五
世
代
の
監
督
た
ち
の
作
品
が

新
し
い
感
覚
を
映
像
化
し
た
。
皮
切
り
は
張
軍
剣
監

督
の
司

一
人
と
八
人
』
(
例
年
〉
。
日
本
軍
に
敗
走
す
る

八
路
軍
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
結
局
お
ク
ラ
入
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
試
写
を
見
た
人
び
と
は
大

い
に
刺
戟
を
受
け
、
『
黄
色
い
大
地
」
(
陳
凱
歌
箆
督
、

例
年
〉
、
『
紅
い
コ

l
リ
ャ
ン
』
(
張
芸
謀
監
督
、
幻
年
)

な
ど
を
生
む
。
特
に
『
紅
い
コ

l
リ
ャ
ン
』
は
ベ
ル

リ
ン
映
画
祭
で
み
ご
と
金
熊
賞
二
等
)
を
獲
得
、

回
年
は
中
国
で
も
記
録
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
る
。

賛
否

170 

は
ず
だ
っ
た
、
孫
国
慶
は
再
来
日
し
な
か
っ
た
.
天

安
門
の
学
生
た
ち
が
歌
っ
た
「
血
染
的
風
采
」
は
、

放
送
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
血
染
的
風
采
」
と
い
う
幽
に
つ

い
て
、
す

こ
し
説
明
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
黄
土
高
波
」
を
作
曲

し
た
蘇
越
の
前
年
の

ヒ
ッ
ト
で
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
編
曲
の
歌
曲
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
流
血
を
覚

悟
し
て
進
も
う
、
と
い
う
愛
国
的
勇
気
を
歌
っ
て
お

り
、
学
生
の
気
持
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、

6
月
4
日
以
降
は
天
安
門
事
件
を
象
徴
す
る
歌
と
な

り、

香
港
、

台
湾
で
も
折
あ
る
ご
と
に
歌
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
幽
を
は
じ
め
、
中
国
の
ポ
ッ
プ
ス
を
初
め

て
紹
介
す
る
『
開
天
闘
地
』

と
い
う
カ
セ

ッ
ト
も
、

去
年
発
売
さ
れ
好
評
、
こ
の

1
月
に
は
香
港
の
音
楽

祭
で
、

「一

無
所
有
」
「
血
染
的
風
采
」
の
二
曲
が
前

例
の
な
い
特
別
賞
に
輝
い
た
。
風
向
き
は
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

中
国
の
い
ま
の
心
を
映
す
歌
は
、
し
ば
ら
く
聞
こ

え
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
必

ず、

A

西
北
風
V

よ
り
も
っ
と
大
き
な
う
ね
り
と
な

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
を
驚
か
せ

て
く
れ
る
日
が
来
る
だ

ろ
う
。
そ
の
日
を
信
じ
て
待
ち
た
い
。

本
山
間
報
提
供
な
ど
の
函
で
、
昨
帥
越
氏
の
多
大
な
協
力
を
え

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
.
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